
　新型コンパクトカーだと思ったら、なんと関連シス
テムを床下にスッキリと収納してしまった燃料電池コ
ンセプトカー。
　「四輪インホイールモーター」と「四輪独立大舵角機
構」により、その場で360度ターンも決められます。
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　ホンダが研究を進めている「V Flow
F.Cプラットフォーム」をベースにした
燃料電池車。低重心＆フルキャビンをコ
ンセプトに、内燃機関を動力源にするク
ルマとは一線を画す次世代フォルムを追
求しています。

●V Flow F.Cプラットフォーム
燃料電池を縦置きにしてセンタートンネルに配
置することで効率の良いパッケージを追求し、
これまでの燃料電池車にない低床プラット
フォームを実現しています。

　IONISのプラットフォームは燃料電池にもガソリン
エンジンにも対応するのが特徴。どの自動車メーカー
も燃料電池ユニットを床下に収納する方式を有力視し
ている模様です。

低床スタイルに貢
献したリアインホ
イールモーター

ランサーエボリューションをベースにした
電気自動車。最高出力50kw、最大トルク
518N･mのインホイールモーターを４輪
（20インチホイール）それぞれに配置し、最
高出力200kw（270PS）を発揮します。
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　既販のガソリン車に、燃料電池ユニットを組込んだ
のが特徴。過去の研究車両より水素タンク容量が拡大
され、１回の充填で長距離走行を可能としただけでな
く、大人４人がゆとりをもって乗車できる居住性も確
保されています。
　また、LEDヘッドランプを採用し省電力化が図られ
ています。

パワー
コントロール
ユニット

モーター

燃料電池トヨタFCスタック 高圧水素タンク

二次電池

どちらのモデルにもハイブリッドシステムが搭載されるとのことです。以前、クラウンが搭載していた「マイルドハイブリッド」
とは異なり、新開発の後輪駆動車用ハイブリッドシステムが用意されるそうですが、その詳細は明らかにされませんでした。

LF-Sh

GS450h

　水素でもガソリンでも走行ができる「デュアル
フューエルシステム」を採用した水素ロータリーエン
ジンを搭載しています。水素使用に伴うエンジンや車
両の変更箇所が少ないため、低コストでエコロジー
カーが生産することができるとのことです。

走行中でもスイッチ操作ひとつで燃料の切替えができるので、
航続距離は大幅に延びるとみられます。
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■エアーレス・タイヤ

　独シーメンス社が開発中の電動式ブレーキシステム
は、これまでの24Ｖ作動から12Ｖ作動へ移行したの
が特徴。ブレーキペダルとは「バイワイヤ」で結ばれシ
ステムの簡素化が図れるため、既存の油圧式ブレーキ
に比べユニット全体の大幅な軽量化が実現できるそう
です。
　ただ、実用化に向けてはまだまだ課題が山積みとの
ことで、すぐに電動へ切り替わることはないと考えら
れます。それにしても、ブレーキフルードの補修需要
が消滅する時代が到来するかもしれないなんて、想像
もできませんね。

■電動式ブレーキシステム

　今回のショーでは、まさに“流行”と呼べるほど多く
のショーモデルが「LEDヘッドランプ」を採用していま
したが、その製作を担当したメーカーが北ホールに集
結していました。
　LEDそのものは主にテールランプの光源として市販
車で数多く実績を残していますが、こと「白色LED」に
関しては、誕生してからの歴史が浅いうえに国の基準
もないことから、今のところヘッドランプの光源とし
て使用することはできません。ただし関係者によると
2007年頃には法制化される見通しとのことで、各
メーカーとも開発のピッチを早めている模様です。
　LEDは電力消費量が低いう
え、カーデザインの自由度が飛
躍的に高まると期待されていま
す。また半永久的に明るさが低
下しないといわれており、将来
的にはランプ類の補修需要に影
響を及ぼすものと考えられま
す。

■LEDヘッドランプ

白色LEDがもたらす豊かな表現性を
自動車メーカーも見逃さないはず！

　仏ミシュランタイヤが次世代タイヤのあり方のひと
つを示していました。写真の右側は「Tweel（トゥイー
ル）」と呼び、特殊な素材でしなやかに変形するスポー
ク部がトレッドとホイールを結ぶことで、空気圧を不
要にしたのが大きな特徴です。
　これにより走行中のパンクが
なくなるだけでなく、補修時も
トレッド部の交換だけで済むた
め、環境と経済性の両面で有利
になるそうです。
　また、縦剛性と横剛性それぞ
れの性質を自由かつ高精度にア
レンジできるそうです。

あるランプメーカーの白色LEDの光束は300
ルーメンでした。実用的な明るさを確保する
までにもう少し時間が必要だと思われます。
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■指静脈認証システム

　人はそれぞれ「指静脈」のパターンが違うところに着
目して開発したカーセキュリティ。「指静脈認証」と呼
ぶ技術により、登録をした者だけが解錠できる仕組み
になっています。ドアハンドルにはLEDが組み込ま
れ、ドアパネル側に設けたカメラがLEDに透過された
指静脈パターンをキャッ
チします。
　複数の指静脈パターン
を登録できるので、合鍵
を増やさなくても共有が
可能なことから、カー
シェアリングに適したシ
ステムといえそうです。

■外部診断装置

　CANをはじめJ1850、ISO9141-2など、あらゆ
る通信プロトコルへの対応が図られたHDM-3000
（日立モバイル／近日発売予定）が従来機種「HDM-
2000」と比べ大きく違う点は、なんといっても“カー
トリッジレス”になったことです。
　診断ソフトはコンパクトフラッシュから読込める
（写真左下）ようになったため、インターネット上の専
用サイトからダウンロードすることにより、最新ソフ
トへの更新が容易にできるようになるとのことです。

　また、数年後に登場す
るとみられる「高度
OBD」と連動する可能性
が高い「５ガステスタ」を
オプションで用意し、
NOxやCO2などのリア
ルタイム表示にも対応し
ます。

表示画面は従来より約２インチアップの７型ワイド・カラー
液晶を採用し、見やすく多彩なデータ表示を実現しました。

■タイヤ空気圧モニタリングシステム

　タイヤの空気圧を検出するセンサとフィルム型の受
信アンテナ、受信機能を内蔵した表示器の構成された
空気圧モニタリングシステム。
　空気圧が150kPaを下回ると警告音とともに赤いラ
ンプが点灯し、それが車輪のどこで生じたのか表示器
を見れば分かる仕組みです。
　また、表示器にはデジタル
メータが設けられており、そ
れぞれの空気圧を簡単に確認
できるため、運行前点検に実
施しトラブルを未然に防ぐこ
とにも生かせます。

オシロスコープ機能は±
50Ｖへ拡大するとともに、
分解能は50μ/secに高精
度化を図っています。
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　メタノール水溶液を燃料とした燃料電池バイク。燃料
電池システムの制御パラメータを最適化したことによ
り、従来の開発車よりエネ
ルギー交換効率が1 . 5倍
アップしました。この秋か
らは、静岡県と賃貸借契約
を結び実際に利用されてい
ます。

　前後輪にブラシレスDCモー
ターを装備した二輪駆動の電動
バイク。インホイールモーター
の採用により車体レイアウトの
自由度が広がったのを生かし、
アルミフレームボディを上下・
前後に伸縮する機能を備えてい
ます。

身体のサイズや走行シーン、路面状況などに応じて好みの乗車
姿勢にアジャストできます（写真はBMXスタイル）。

　衝撃を検知する「加速度センサ」をはじめ、衝突判定の演
算処理を行うエアバッグECU、ライダーの前方部に取付け
られたエアバッグモジュールで構成されています。
　フロントフォークに設けた４つのセンサから検出された
「加速度データ」を２系統に分けて演算し、エアバッグが作
動すべき衝突かどうかを判定しています。
　

譖日本自動車整
備振興会連合会
も２階中央モー
ルにブースを出
展。整備工場のイ
メージなどにつ
いてアンケート
を実施しました。
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